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1. 調査に至る経緯・ 事業の経過

姫路市西庄字石ツミ甲 365番 1他において長屋

住宅2棟の建設が計画され、工事中に立会を実施

したところ、遺跡が発見された。このため石ツミ

遺跡と命名し本発掘調査（調査番号 20120450)

を実施する運びとなった。現地調査期間は平成

25年 (2013年） 3月 19日,..,_,3月 23日で、調査面

積は 58面である。

2. 遺跡の周辺環境

石ツミ遺跡は姫路平野南部を流れる水尾川の氾

檻原に位置する。周辺には町田遺跡 (1)、八反

長遺跡 (2)、堂田遺跡 (3) などが所在する。

町田遺跡は山陽新幹線の建設工事に伴い発掘調査

がおこなわれ、湧水地とされる沼状遺構などが見

つかり、弥生前期の土器が出土している。八反長

遺跡では 1980年以降、水尾川改修工事に伴う発

掘調査が実施され、弥生前期の土器のほか木製品 ッ ~' 〇

応が多数出士している。堂田遺跡は八反長遺跡とと
.... -. 
,. --

もに発掘調査され、砂礫層下の黒色ピート層から

中・西播磨地方では数少ない縄文晩期前半の士器 〗I暑〗~喜｝麿り→た~忍"''傲 ；館こ巫 ,_・
が出土している。 1. 町田遺跡 2. 八反長遺跡 3. 堂田遺跡 4. 村前遺跡 5. 法輸寺山遺跡

6. 四ツ池遺跡 7. 山崎遺跡 8. 土山遼跡 9. 手柄山北丘群集墳

3. 発掘調査の成果 図2 遺跡の周辺環境 (1/25,000) 

調査区の層序は、地表から約 20cmの耕土、約 10cmのにぶい黄橙色シルト（マンガン集積）が存在し、

標高 10.4mで黄色粘質士（基盤層）に至った。本来の遺構面は黄色粘質土の上面にあたるが、調査時

点では既に工事で削平を受けており、この面から約 20,..,_, 30cm下がった状態で遺構を検出した。調査

の結果、溝1条 (SDl)、土坑墓2基 (STl・2)、上坑 3基 (SKl,..,_, 3) のほかピットを数基検出した。

SDlは調査区の中央で検出した。幅約5.0m、深さ約25cmを測り、調査区内を北西から南東に走行する。

埋上は黒褐色粘質土（細砂混じる）で、下層に砂質上が堆積していた。遺物は口縁端部を上へ拡張し

浮文を貼り付けた器台、凹線文を施した直口壺、タタキ甕などが黒褐色粘質土から出土しており、弥

生中期後半～後期のものとみられる。

STl・2は調査区の南半で検出した。ともに長方形を呈し、棺底には小口穴と長側板の痕跡を残して

いた。 STlは長軸 1.8m、短軸 0.8m、深さ 13cm、ST2は長軸 0.7m、短軸 0.35m、深さ 7cmを測る。

STl・2からは弥生土器細片が出土したが詳しい時期は不明である。

SK2からは甕 (1) と壺 (2) が出上した。 1は逆 L字状口縁をもち、口縁直下に4条の箆描沈線文

を施している。 2は卵形の体部を有す。このほか、端部に刻日を入れた如意状口縁をもち、胴部上半

に箆描沈線を施した甕も共伴している。いずれも弥生前期末～中期初頭のものとみられる。

SK3からは弥生中期の甕の底部が出士している。

以上のとおり、石ツミ遺跡では弥生前期～後期の遺物が出土し、各時期の遺構が存在することが明

らかになった。周辺の町田遺跡、八反長遺跡、堂田遺跡では、これほど明確な遺構は確認されておらず、

水尾川下流域の低湿地帯における今回の調査成果の意義は大きいといえよう。
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図3 遺構全体図 (1/100) STl・2、SK2平・断面図 (1/40) SK2出土遺物 (1/6) 
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ST2(北東から） SK2弥生土器出土状況（東から）
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所収遺跡名 所在地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

ひ兵ょう庫ごけ県ん姫ひめ路じし市さい西し庄ょう 34度 134度 2013.3.19 
いしつみ遺いせ跡き 28201 020946 49分 39分 ～ 58五 宅地開発
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

石ツミ遺跡 集落跡 弥生時代前～後期 土坑墓、土坑、溝 弥生土器壺・甕
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1 本書は、姫路市西庄字石ツミ甲365番1他で実施した石ツミ遺跡第 1次発掘調査の報告

書である。

調査は、事業者からの委託を受け、姫路市教育委員会が実施した。

本発掘調査は、姫路市教育委員会埋蔵文化財センターの南憲和が担当した。

本書の執笙・絹集は南憲和がおこなった。

調査に関する写真•四而等の調査記録、出土品は姫路市埋蔵文化財センターが保管し

ている。広く活用されたい。

標高値は、東京湾平均海水準(T.P.)を基準としている。方位は座標北を示す。

土層図の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所監修

『新版標準土色帖』に準拠した。

8 遣構は、原則的にアルファベットと数字を組み合わせた略号で表記した。略号はSD-

溝、SK一土坑、SPーピット、ST一土坑墓をあらわす。
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